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井伏鱒二著作調査ノート（その六）
―『井伏鱒二全集』別巻Ⅱ掲載「著作目録」以後―
前 田 貞 昭
「井伏鱒二著作調査ノート（その一）―『井伏鱒二全集』別巻Ⅱ掲載「著作目録」以後―」（本誌第14号、
2003年２月10日）、「井伏鱒二著作調査ノート（その二）―『井伏鱒二全集』別巻Ⅱ掲載「著作目録」以後―」
（本誌第16号、2005年１月20日）、「井伏鱒二著作調査ノート（その三）―『井伏鱒二全集』別巻Ⅱ掲載「著作
目録」以後―」（本誌第18号、2007年１月25日）、「井伏鱒二著作調査ノート（その四）―『井伏鱒二全集』
別巻Ⅱ掲載「著作目録」以後―」（本誌第21号、2010年１月25日）、「井伏鱒二著作調査ノート（その五）―
『井伏鱒二全集』別巻Ⅱ掲載「著作目録」以後―」（本誌第23号、2012年２月20日）に続いて、新たに書誌事
項を確認したものを含め、記載するべき井伏著作（複写）その他を入手することができたので、ここに報告する。
なお、本ノート末尾に参考として、新たに見出した再録書や、作品の部分を再録した雑誌に関する情報も記載
した。
調査に際しては、兵庫県立淡路三原高等学校校長岡村洋氏、同校清水優子氏に格別の配慮を賜わった。また、
外村彰氏からは貴重な情報を頂戴した。掲載資料については、国立国会図書館近代デジタルライブラリー、神奈
川近代文学館、日本近代文学館、神奈川県立川崎図書館、淡路三原高等学校の資料を利用させていただいた。記
して感謝申し上げる。
調査が至らず、書き加えるべきものが、多々あろうかと思われる。お気づきの点を含めて、〒673-1494 兵庫
県加東市下久米942-１兵庫教育大学 言語系（国語） 前田貞昭（研究室直通電話兼用ファックス：0795-44-2083､
e-mail:sadm@hyogo-u.ac.jp）まで御教示賜われば誠に幸いである。
凡例
１、作品・アンケート回答・談話・訪問記事などに分類せず、年代順に並べた。
２、個別の標題を持たないものは欄名などを〔 〕で括って仮の標題とするなど、〔 〕内には前田が附
した文言などを入れた。
３、掲載媒体名・発行日・印刷日・発行所・発行人等についての記載は原則として現物奥附に従った。現
物奥附には「印刷」「印刷納本」あるいは「編輯兼發行者」「編輯發行人」、「印刷」「印刷者」「印刷人」
等の表示が混在しているが、本ノートでは統一しなかった。
４、人名・社名・地名などの固有名詞と引用文のうち、当該資料で旧漢字が使われていて、JIS第１水準
・第２水準で対応できる場合は、原則として、原文の字形を尊重するように努めた。
〔現代名家の手紙 井伏鱒二氏〕
平凡社（東京市日本橋區呉服橋三ノ五）発行『手紙講座』第３巻〈第３回配本〉（1935年３月18日
印刷、1935年３月22日発行）の63頁に掲載。編輯兼発行者・下中彌三郞、印刷者・關口一男、オフセ
ット印刷・西川錦石堂／塚本商會印刷所、活版印刷・共同印刷株式會社、定価記載なし。
「寫眞有難う存じます。神戸君のはこれから神戸君のうちへ屆けに行きます。」と始まる５月26日
附けの葉書写真一葉に、文面を活字に起こしたものが添えられている。なお、その脇に「（註）昭和
六年、ある友人への葉書。」とある。ほかに、「現代名家の手紙」として、森鴎外・正宗白鳥・菊池寛
・武者小路實篤らの手紙が収録されている。個別の標題がないので、欄名に従って仮の標題を附した。
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〔ピアチエンテイニ氏像―第２回美術團体連合美術展を見る―〕
毎日新聞社（大阪市北区堂島上二ノ三六／東京都千代田区有楽町一ノ一一）発行『毎日グラフ特集
号』〈第２回美術團体連合美術展を見る〉（1948年７月１日印刷、1948年７月５日発行）の３頁に掲載。
編集人発行人・尾崎昇、印刷所・大阪高速印刷株式會社（大阪市北区堂島上二ノ二五）、配給元・日
本出版配給株式會社（東京都千代田区淡路町二ノ九）、定価70円。
旧漢字・新仮名遣い。ルビなし。36字×８行。横書き。「硲三彩亭氏の「ピアチエンテイニ氏像」
と安井曾太郞氏の「藤山氏像」が、同じ部屋で對面の位置に掲げられている。ピイ氏は近眼鏡をかけ、
藤山氏は老眼鏡をかけている。」と始まり、戦争中に名古屋の収容所で苦労したにもかかわらず、大
の親日家であるピアチエンテイニ氏の「堂々たるその風貌と知性を三彩亭氏は確然と現わしている。」
と結ばれる。
標題はなく、標題に当たる部分は横罫を引き、中央やや右寄りに「井伏鱒二」とだけある。後述す
るように、本号においては、掲載された画家の絵に因んだ作家・著名人の文章が複数掲げられ、各人
の文章の標題は、殆どが絵の題をそのまま用いている。井伏が触れている硲三彩亭の絵の題は「ピア
チエンテイニ」だが、井伏の文章中には「ピアチエンテイニ氏像」とあるので、ここでは、仮に「ピ
アチエンテイニ氏像」を標題とし、特集名を副題として掲げた。『毎日グラフ特集号』〈第２回美術團
体連合美術展を見る〉は、全32頁で、「一水会」「二科」「東光会」「独立美術協会」等の項目を建てて、
各団体の「主張」・「小史」（この「小史」」は、団体によっては「略歴」「歴史」とする）を囲み記事
で掲載し、所属する団体の画家の絵をモノクロで掲載する。井伏文は「一水会」のところにある。「一
水会」は１頁～３頁に掲載され、１頁には安井曾太郞の絵「藤山氏像」に関わる、岩田豊雄「藤山氏
の像」が掲載されている。このほか、林芙美子「花を持てる女」、花田清輝「眞晝の顔」、志賀直哉「富
岳図」、信時潔「富士雨後」、川端康成「淸水巴川」など、掲載画に因んだ短文が掲載されている。
その後の再録はなく、新版全集にも未収録。
相濟まぬ思いで
兵庫縣立三原高等学校文化部発行『三原文化』創刊号（第１号、1952年７月19日印刷、1952年７月
19日発行）の15頁に掲載。編集・三原高等学校文藝部、印刷所・保居印刷所（三原郡福良町）、非売
品。
中山鏡夫の追悼文。『午前０時』第１巻第２号（1952年８月１日）掲載〔中山鏡夫追悼記〕として、
「井伏鱒二著作調査ノート（その二）―『井伏鱒二全集』別巻Ⅱ掲載「著作目録」以後―」（本
誌第16号、2005年１月20日）に掲出したものの初出。『午前０時』第１巻第２号を初出として扱い、「そ
の後の再録はなく、新版全集にも未収録」と記載したが、訂正する。
旧漢字・新仮名遣い。ルビなし。27字×11行。『三原文化』掲載文は「貴翰拜見しました。」との一
文から始まるが、『午前０時』では、この冒頭一文を欠く。以降、『午前０時』掲載文と同じく「中山
鏡夫氏の御逝去、謹而弔問仕ります實は小生、去る十三日から九州北部、山口、廣島に旅行して、昨
日歸京しました。御申越の弔文が間にあわないこととなりまして失禮しました。」と続く。『午前０時』
掲載のものと対校すると、内容は変わらないが、改行箇所、句点の有無、仮名遣いなど（『三原文化』
は新仮名遣い、『午前０時』は旧仮名遣い）に微細な相違がある。『三原文化』掲載井伏文末尾には「（筆
者は作家）」とある。目次には「故中山鏡夫先生を偲ぶ」という特集名（本文では「謹しんで小誌を
鏡夫先生の靈前に捧ぐ」とあって、目次に掲げられている「故中山鏡夫先生を偲ぶ」という特集名は
ない）があって、その中に「追悼文」の欄が設けられ、日夏耿之介・佐藤輝夫・井伏鱒二・佐伯郁郞
・竹中郁などの名前が並ぶ。本文では、日夏耿之介「哀悼」・佐藤春夫「追悼」の次に表罫で囲んで
「以下四氏の文は中山先生御逝去のお知らせをしましたのに對して、私宛にいただいた御返書の一部
です。標題は仮につけました。／淸水記」と断わり書きがあり、改頁の後、井伏文が掲載されている。
『午前０時』の「編集後記」にも、城越健次郞（淸水健次郞の筆名）宛ての書簡を掲載した旨の断
わり書きがある。同一の書簡を『三原文化』『午前０時』にそれぞれ掲載したものと推測してよかろ
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うが、奥附に記載された時系列では『三原文化』の方がわずかに早い。あらためて『三原文化』を初
出としてここに掲げ、『午前０時』については再掲としたい。
清水健次郎について、高橋輝次『関西古本探検―知られざる著者・出版社との出会い―』（右
文書院、2006年５月20日、30頁）は、1907年生（中山鏡夫と同年）まれの淡路島出身の詩人で、大阪
外大英文科を卒業し、「英語教師の傍ら、『椎之木』同人として四冊の詩集」を出していると伝える。
ママ
なお、清水には、後年、『三原文化』創刊の頃を回想した「｢三原文化｣の思い出―創刊の頃―」（『三
原文化』第50号、1995年２月25日）がある。高橋著と清水自身の回想文を重ねれば、清水は、中山鏡
夫（追悼記事中の「中山鏡夫略年譜」は本名を「亀一」とし、編集後記は「故中山亀次先生」と伝え
る）と同じ時期に、三原高等女学校・三原高等学校（三原高等女学校の後身）に勤務していたと推測
される。日本近代文学会関西支部編『兵庫近代文学事典』（和泉書院、2011年10月20日）の「中山鏡
夫」の項（執筆者・硲香文）に拠って、この『三原文化』掲載のことを知ったのだが、『三原文化』
創刊号を『兵庫近代文学事典』が昭和27年４月とするのは、何かの錯誤であろうか。
観光地の道路―道路随想―
社団法人日本道路協会（東京都港区海岸通１ノ25建設省関東地方建設局内）発行『道路』昭和27年
８月号（1952年７月25日印刷、1952年８月１日発行）の「道路随想」欄の317頁（ノンブルは通巻頁）
に掲載。編集兼発行人・野村英二、印刷者・石田光之助、印刷所・株式会社三省堂、頒価50円。
新漢字・新仮名遣い。ルビなし。25字×22行。全２段落で構成。横書きで、「，」「。」を使用。「私
はこのごろ旅行に出ても，拡声機の音のきこえない宿に泊るように心がけている。山越えの土地え行
ママ
くときは，なるべくバスでなく汽車を利用するようにつとめている。２，３年前から私は，ごく微弱
ながら高所恐怖症の症状を帯びて来た。」と始まる。乗車したバスが崖の上を通る時に不安を覚える
のだが、「八甲田を越え十和田湖」に行った時、「途中の蔦川、奥入瀬川に沿って行く道路では不安を
感じなかった。」「溪流と道路の間に天然の疎林や密林が配置され，木の間がくれに清流を見させる趣
向になっている」からだ。十和田湖を一周する道路でも同様の気配りがあって、「この観光道路設計
者に敬意を表したい。」と結ばれる。
なお、本文に掲げられた標題の「観」は「觀」とあるなど、本文に附された標題・欄名・筆者名は
旧字体を使用する。他方、目次あるいは本文そのものにおいては新字体を使用している。本文に使用
された活字と、その大きさが異なる、標題・筆者名については、新字体の活字の用意がなく、旧字体
の活字を使用したものと推定される。標題などは、その推定に従って新字体を用いて掲げた。
その後の再録はなく、新版全集にも未収録。
〔硲三彩亭之陶藝〕
『硲三彩亭之陶藝』（1953年12月16日発行〔推定〕）の15頁（ノンブルなし）に掲載。
標題がないので、掲載冊子の名称を仮の標題とした。新漢字・新仮名遣い。ルビなし。40字×８行。
「私は今までに硲さんの絵皿は（写真版で見たものは別として）前後二十点ちかく見ています。今、
それを一点づつ思い出して云えば、明るくて上品で清潔な感じのもの、思いきり奔放な図柄のもの、」
と始まる。
『硲三彩亭之陶藝』はＢ５判、共表紙で本文全16頁（表紙・裏表紙の２丁分を除く）。硲の絵皿の
カラー写真６丁（裏白。１頁～12頁）を掲載し、続いて、細川護立（13頁）、木下義謙（標題は「三
彩亭作月見草大皿」、14頁）、井伏鱒二（無題、15頁）、秦秀雄（無題、16頁）の文章を掲載する。表
３の右下部分に横書きで「製作 大塚巧芸社」とある。
『硲三彩亭之陶藝』に、三つ折りにして挟み込まれていた縦９㎝×横34.5㎝の「硲三彩亭陶芸展出
品目録」には、37点の硲作品の目録が掲載され、「硲三彩亭陶芸展出品目録」の左下脇に「於 日本
橋三越本店六階美術部／自 昭和三十八年十二月十六日／至 〃 二十二日」とある。この「硲三
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彩亭陶芸展出品目録」の開催日附と、本冊子14頁に掲載されている木下義謙「三彩亭作月見大皿」末
尾にある「（昭和三十八年十一月）」という日附とを重ね合わせると、本冊子は「硲三彩亭陶芸展」開
催初日である1953年12月16日の発行と推定される。
なお、『井伏鱒二全集』別巻Ⅱ（筑摩書房、2000年３月25日、133頁～134頁）収録の「三彩亭の絵
皿」（『硲三彩亭之陶芸』、刊記なし、発行年月日等未詳）とは別文。
その後の再録はなく、新版全集にも未収録。
長兄のすすめで文学へ／数学、化学にはなやまされる／作家 井伏鱒二―私の中学生時代―
毎日新聞社（東京）（東京都（中央局区内）千代田区有楽町１の11）発行『毎日中学生新聞』第2467
号（1956年８月31日発行）第３面の「私の中学生時代」欄に掲載。第１面題号欄下部に「定価一ヵ月
80円／郵送（郵税共）前金110円」とある。
第１面右上の題号欄には「日中学生新聞」と｢毎日｣の部分が角書きされているが、欄外上部の英文毎
題号は「THE MAINICHI CHUGAKUSEI SHIMBUN」となっている。なお、欄外上部には「（日刊）」とある。
談話。双中罫で囲まれたリードは「いまから十七、八年前、当時学生だった記者は、学校で開かれ
る講演会に、講師として出席していただきたいと井伏鱒二先生をたずねたことがある。きょう〝中学
生時代〟を話してもらうために、先生を訪ねると、先生はそのころのことをチャンとおぼえていられ
たのにはおどろいた。」と始まり、｢先生と話した三十分は、まことに楽しいものであった。｣と結ば
れる。このリード末尾には｢（編集部 川村豁）｣と署名がある。
井伏談話は紙面中計５段を占め、15字×99行で構成。先のリードに続いて、｢汽車の中から窓ごし
に見ると、ずっと山また山のように見えるところがありますね。しかし実際にそこにいってみると、
谷あり、川あり、なかなか変化があるものです。私の生まれた広島県深安郡加茂町（当時は加茂村で
したが）も、ちょうどこんなところで、へんぴな山の中ですが、村全体が一つの大きな丘陵の上にあ
って、なかなか変化に富んだおもしろい村でした。」と井伏談話は始まる。｢小さな地主」だった生家
から通った「加茂尋常高等小学校」のこと，「広島師範付属中学」受験当日の失敗談や、福山中学時
代は一年から学生寮に入れられ数学・化学ノイローゼになってしまい、「あまりたのしいとは思」わ
なかったこと、また、剣道が「一級の腕前」であったことに触れ、文学の道を選んだことについては、
文学青年だった兄に「おれは、長男で家をつがなければならない。お前は、おれの代りに文学をやれ、
早稲田大学の文学部に入れば、なんとか小説家になれるだろう」という「熱心にほだされて」、画家
の道ではなく「文学で天下をとってやるぞという、大それた望みをもって東京へ出たのでした。」と
語っている。
なお、リード文上部に「井伏鱒二氏」とキャプションの附された井伏写真一葉が掲載され、「作家」
と肩書きのある井伏自筆署名も、標題脇にルビ附きで掲載。記事左端にミシン罫で囲んだ｢井伏鱒二
氏略歴」があり、そこには、「ジョン万次郎漂流記」で直木賞、「本日休診」で読売文学賞、「漂民宇
三郎」で芸術院賞を受けたことが記載されている。
なお、談話中で「私の生まれた広島県深安郡加茂町（当時は加茂村でしたが）」と井伏自身が語っ
ているのは、1955年３月31日、加茂村・広瀬村・山野村が合併して深安郡加茂町が成立したのを、早
速に承けたものだろう。ただし、本記事附載の「井伏鱒二氏略歴」で「明治三十一年二月十五日、広
島県深安郡加茂村に生まれた。」とするのは必ずしも正確ではない。山梨県立文学館編『井伏鱒二・
飯田龍太 往復書簡』（角川学芸出版、2010年８月31日）所載の高室有子「略年譜」（395頁）が記載す
るように、井伏が生まれた1898〔明治31〕年２月15日においては「深安郡」ではなく「安那郡」とす
るのが正しい。因みに、第１条に｢廣島縣備後國深津郡及安那郡ヲ廢シ其ノ區域ヲ以テ深安郡ヲ置ク｣
とする、明治31年法律第８号「廣島縣下郡廢置法律」が公布されたのは1898〔明治31〕年６月16日、
施行は同年10月１日である（国立公文書館デジタルアーカイブに拠る）。井伏の生年と同じ1898年に｢深
安郡｣が成立したとはいえ、井伏の出生から半年有余の間「加茂村」は「安那郡」に属していたわけ
である。
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「私の中学時代」は、当時の著名人が中学生時代を回想する談話を不定期（週の後半に掲載される
のが通例だが、掲載曜日は一定していない。井伏の回が掲載された８月31日は金曜日であった）に掲
載した欄で、掲載回数の表示はない。1956年７月～９月には、｢東大教授お魚博士 末広恭雄」（第24
10号、７月５日〔木〕、無署名）、｢新劇女優 杉村春子｣（第2426号、７月21日〔土〕、編集部川村豁）、
「第三十五回芥川賞受賞 近藤啓太郎」（第2433号、７月28日〔土〕、鴨川通信部樋口正）、「社会人野
球協会顧問 桜井弥一郎」（第2445号、８月９日〔木〕、編集部川村豁）、「オリンピック競泳監督 小
池礼三」（第2453号、８月17日〔金〕、無署名）、「オリンピックマラソン・コーチ 村社講平」（第247
3号、９月６日〔木〕、無署名）、「作家 玉川一郎」（第2482号、９月15日〔土〕、編集部川村豁）が該
当号の第３面に掲載されている。
柱の瑕
きず
会社工作社（東京都港区芝琴平町三七）発行『木工界』第62号（２月号、通巻第148号、1960年２月株式
１日印刷・発行）の「百家争鳴」欄の65頁～66頁に掲載。編集人・寺尾穰二、発行人・山本夏彦、印
刷所・明和印刷株式会社、定価150円。
新漢字・旧仮名遣い（ただし、拗促音は小書き）。パラルビ。18字×65行。「百家争鳴」欄は３段組。
標題脇に掲げられた署名「井伏鱒二」にはルビが振られ、その左下に「（作家）」とある。
冒頭は「家の柱には必ずどこかしら何かの瑕がある。ちゃうど人間のやうなもので、どこかしら何
かの瑕がある。その瑕が却って愛嬌であり魅力であったりすることもあるし、不快の気持を誘ったり
きず かえ
することもある。また、以前は魅力であったものが、後は不快なものに変じて来ることもある。｣と
始まる。次の段落冒頭に「○」が置かれ、｢某といふ物故作家の長編小説の冒頭」に書かれていた息
なにがし
子たちの背丈を柱に書きつける情景を真似て、｢私｣も長男と次男とに背競べをさせて「柱に背の高さ
のしるしをつけた」のだが、その｢物故作家｣の描いた情景が｢明治のころに不遇のうちに亡くなった
才能ゆたかな詩人の詩」と瓜二つであったことが分かって、｢私｣は「不快な気持を誘はれるやうにな
って来た」ので、「その鉛筆のあとを雑巾でこすり取った」ことを記す。次に置かれた「○｣以下では、
｢某材木新聞を発行してゐる人が云ってゐた｣という、トネリコの幹に食い込んだ鉛の弾丸を知らずに
製材して鋸が刃毀れした話から始まって、それを一つの趣向に取り込んだ「某料亭のおかみ」の話に
及ぶ。
本号には井伏文のほか、河竹繁俊（早大演劇博物館長）「私の机」、吉田五十八（建築家）「近頃の
建築誌を見て」、豊口克平（デザイナー）「タウトの思い出」、長嶋茂雄（巨人軍）「本箱のこと 寝台
のこと」、小西信次郎（建具屋）「万能機をいれたころ」が掲載されている。また、次号第63号（1960
年３月号、通巻第149号）の同欄には、この井伏文に言及する木山捷平「木の中の釘」のほか、飯沢
匡「物臭太郎の洋服かけ」、吉田健一「何でもない家具」が見える。同欄には、このほか、第79号（1
961年７月号、通巻第165号）の幸田文「軽くしたい」や木山捷平「住居のゴミ」、第81号（1961年９
月号、通巻第167号）の安岡章太郎「詩人と建築」など作家の寄稿がある。
なお、表１と目次には1955年1月号から起算した号数と月号が記載され、奥附には通巻号数と月号
が記載されている。
『木工界』は1961年４月１日発行の第75号（４月号、通巻第162号）から『室内』と改題（巻次は
継承）。
その後の再録はなく、新版全集にも未収録。
習うほど絵はヘタになる―井伏鱒二氏が六十の手習いの体験―
毎日新聞社（東京本社 東京中央郵便局区内 東京都千代田区有楽町一の一一／大阪本社 大阪中
央郵便局区内 大阪市北区堂島上二の三六／西部本社 小倉郵便局区内 北九州市小倉区紺屋町七ノ
二〇七／中部本社 名古屋中央郵便局区内 名古屋市中村区堀内町四の一）発行・発売『サンデー毎
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日』第45年第22号（通巻2469号、５月22日号、1966年５月22日発行）の「サンデー・ジャーナル」欄
の38頁に掲載。編集人兼発行人・三木正、印刷・凸版印刷株式会社、定価50円。
無署名の訪問記事中に井伏談話を引用。還暦の年、盲腸の手術の経過が思わしくなくて、長い病床
生活を強いられた際「なおったらいちばん好きなことをやろう」と心に決め、仲の良いお医者さんと
一緒に硲伊之助の画室に通い始めて「六年間ほとんど欠席せず、懸命に裸婦をやった」にもかかわら
ず、なかなか上達しなかったという趣旨の記事。その記事末尾に「妙な話と笑うでしょうが、本当の
ことですよ。私の場合やればやるほど下手になるんだなア。」と始まる井伏談話を引用する。談話中
には「目は少しこえてきたようです。もっとも例のアブストラクトはどうしてもわからない。」とい
、、
う発言もある。記事中に井伏写真一葉を掲載。なお、記事中には「なにしろ中学時代美術学校を志し、
父君の命でやむなく早稲田に進んだくらいだから」と、「兄」とあるべきが「父君」と誤っていると
ころもある。目次では「井伏鱒二氏が60の手習い体験」と略記されている。
わが家の地震対策―アンケート特集 備えあれば憂いなし、か―
株式会社文藝春秋（東京都千代田区紀尾井町三）発行『週刊文春』第15巻第27号（７月９日号、1973
年７月９日発行）34頁に掲載。編集人／発行人・宮田親平、定価100円。
アンケート回答。質問項目は、記事冒頭に「〈質問〉／①大地震の噂しきりですが、どんな備えを
なさっていますか。／②まず、何を持ち出しますか。／③地震よりこわいものはありますか。その備
えは？」とある。井伏は、①については石神井公園に逃げるようにとの「刷り出し」が回ってきたが、
「とても逃げていけそうにもない」こと、②については「地震になったら本能的に裸足で外へ飛び出
す」こと、③については二、三月はひどい風で柱の数を増やすなどの対策を施しているが、それでも
「風がこわい」、「大風になると、海でシケにあったみたいで途中下車できないし、もう勘弁してくれ
といっても勘弁してくれず、いやだねえ。」と回答。ゴシック体で記された「井伏鱒二」の名前の脇
に「（作家）」とある。35頁上段には、「本能的にハダシで外へとび出すんです／井伏鱒二」とキャプ
ションの附いた写真一葉を掲載。同じところには、清水幾太郎・山東昭子・ジャイアント馬場の写真
が、回答の内の目立ったことばと共に掲載されている。目次には、「アンケート特集わが家の地震対策／池田グラビアと
大作・井伏鱒二ら十七氏が不時の心掛けを開陳しました」とある。ほかに、吉村昭・三浦朱門・山口
瞳・伊丹十三らが回答している。
その後の再録はなく、新版全集にも未収録。
「スト解除」を宣言した井伏鱒二さん―ニューズ・オブ・ニューズ―
読売新聞社（東京本社 東京都中央区銀座三の二の一／大阪本社 大阪市北区野崎町七七／西部本
社 北九州市小倉区中津口七三の二五／北海道支社 札幌市南三条西一の一一／北陸支社 高岡市下
関町四の五）発行・発売『週刊読売』第28巻第13号（３月21日増大号、1969年３月21日発行）の「ニ
ューズ・オブ・ニューズ」欄の33頁に掲載。編集人兼発行人・滝沢寛、特価70円。
井伏の近況を伝える記事中に談話を引用。「三年前、おふくろがなくなったとき、なにもしたくな
くなって、自分自身にストを課してみたんです」というのを、今度、解除し、「怖くて好きな富士山」
こわ
の話に取りかかることを伝える。その内容は「宝永年間の「富士噴火」に題材を求め、噴火のために
難渋した相模、駿河、武蔵の農民と、彼らを救うために活躍した伊奈半左衛門忠順という役人を描い
たもの」で、「近く新聞連載小説の形で発表する」と紹介する。記事中には「このほか、短いものも
バリバリ書くという」ともある。また、「新しい文芸雑誌の創刊」などで発表舞台が増えているが「ろ
くな作品がない」という発言も紹介する。記事は「しばらく鳴りをひそめていた〝井伏休火山〟も、
どうやら噴火のときを迎えたようだ。」と結ばれている。
本文には「井伏鱒二氏」とキャプションの附いた写真一葉を掲載。目次には「「スト解除」を宣言
した井伏鱒二」とある。
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***** 参考 *****
＊中山省三郎編『ドストイエフスキイ』（三笠書房、1934年12月１日印刷、1934年12月10日発行）の
「ドストイエフスキイの作品のうち最も愛讀した作品」中に井伏アンケート回答（59頁）が掲載され
ているが、中山省三郎「後記」末尾に「この書は嘗て「書物」の特輯號として刊行されたものに若干
の改訂增補をなし、改装したもの」とあるように、このアンケート回答は、『書物』第２年第６冊〈６
月号・特輯ドストイエフスキイ研究〉（1934年６月１日）が初出である。
＊少年文藝懇話會編『少年の本』（合資會社童話春秋社、1941年５月10日印刷、1941年５月15日発行）
に井伏鱒二「お地藏さま」（249頁～261頁）が収録され、編者（二反長半・塚原健次郞・山本和夫ら
５名連名）名義「あとがき」（巻末後附１頁）冒頭に「この本は、昨春出版された、少年文藝懇話會
編、少年文學選集赤塚書房版の姉妹篇をなすものであります。懇話會に屬する、各作家の、最も自信
のある新作をもつて編まれたものでありますから、日本の少年文學の代表的な作品集といふことがで
きませう。」とある。この「あとがき」に記された「新作」という文言は本書初出とも解し得るが、
井伏「お地藏さま」は、『お話の木』第１巻第２号〈６月号〉（1937年６月１日）の再録である。
＊大東亞出版株式會社（東京都神田區小川町３丁目１番地）発行『私たちのある限り』（1944年７月
３日印刷、1944年７月８日発行）に井伏作品の英訳３篇が収録されている。同書は、発行者・赤尾好
夫、印刷者・井上龍郞、印刷所・日新印刷株式會社、配給元・日本出版配給株式會社、定価20銭。奥
附においては、書名を「SO LONG AS WE ARE LIVING／ AND OTHER STORIES／私たちのある限
り」とし、著者を「寺崎浩／井伏鱒二」の順に記載する。表紙・中扉には、「War Correspondents」の
文字も見える。全46頁、英文。挿画・栗原信。巻頭に置かれた表題作 So Long as We Are Living（１頁
～35頁）は寺崎浩の作品。本書収録の井伏作品は、The Big Clock of Shonan（36頁～39頁）、Mother Bat and
Baby Bat（40頁～43頁）、A Shonan Diary（44頁～46頁）の３作。原文の初出は、順に、「昭南市の大
時計」（『東京日日新聞』〈朝刊〉第23695号、1942年６月27日）、「親子かうもり」（『週刊少國民』第１
巻第７号〈通巻第７号〉、1942年６月28日）、及び、「昭南日記」（『文學界』〈再刊〉第９巻第９号、1942
年９月１日。ただし収録は「六月二十二日」の項のみ）である。
＊芸術学院出版部発行『若人芸術』第217号〈10月号〉（1961年９月20日印刷、1961年10月１日発行）
の「今月の課題作」（目次には「次号の課題作」）欄（60頁～61頁）に、「井伏鱒二・作／珍品堂主人」
として「珍品堂主人」の一部が、硲伊之助の挿画一葉とともに掲載されている。「今月の「挿絵腕く
らべ」課題作は、中央公論昭和三十四年三月号に掲載された小説「珍品堂主人」です。あなたの個性
を生かした挿絵をお寄せ下さい。」とある。なお、編集後記に当たる「編集の窓から」には「若人芸
術は、次の世代を背負って立つ漫画家、絵画家、文芸作家の一助になればと思い、発行している雑誌
です。」とある。
